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改組／新体制と美術（第 11 巻）、板垣鷹穂（第 12 巻）、近代日本彫刻と批
評（第 13 巻）、プロレタリア美術運動（第 14 巻）、今泉篤男 植村鷹千代
（第 15 巻）、村上知義 美術批評と反動（上）（第 16 巻）、村上知義 美術批
評と反動（下）（第 17 巻）、仲田定之助（第 18 巻）、批評と批評家（第 19






































































五十殿利治監修『美術批評家著作選集』全 21 巻（ゆまに書房、2010-2017 年）
五十殿のいう、批評に対する一般的関心の低調さというものは、美術と
いう分野の「内外」それぞれにおける、また内外の相互関係における、歴
史的なアポリアにほかならない。この難題は、美術や写真の分野で批評を
書くことのある私自身も日々突き当たっているものだ。例えば、今年（2019
年）に開催された「あいちトリエンナーレ 2019」で浮上した複合的な「問
題」の一端には、現代美術をめぐる言説の「専門性」と、その外部との温
度差や齟齬、軋轢がある。そこでは、特定の作品の展示自体を暴力的に妨
害したり、その展示を標的に政府機関が既に決定していたイベント全体に
対する文化予算の支出を行わなかったりといった、明瞭な違法行為が甘受
され、曖昧に許容されてしまった。こうした無惨な状況の根底には、美術
の内外で「表現の自由」の重要性にかかわる認識やリテラシーが、あらか
じめ途方もなく乖離していた事績がある。
興味深いことに、最終巻『戦争美術の証言（下）』の解題において、河田
明久は、民俗学者の高群逸枝や音楽評論家の兼常清佐の 1920 年代後半に
綴られた言葉を紹介し、彼らのような「非専門家のインテリ」でさえ口々
に「モダンアート」の「わかりにくさ」を唱えつつ、展覧会に行かなくなっ
たと指摘する。「戦争美術」を準備する時代には大衆文化の爛熟があり、当
の爛熟による高級文化の低落があり、専門家の特権への侮蔑があった。ま
さに震災からオリンピックへ到る道程における文化状況には、既視感と反
復が認められる次第である。
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